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論文内容の要旨

本論文は， 3 値論理回路の実現に必要な二つの 3 値論理系を提案すると共に，これらの 3 値論理系に

おける 3 値論理関数の簡単化ならびに主項生成の効率化に関する研究をとりまとめたもので， 6 章から

成っている。

第 l 章では，多値論理とその応用に関して，現在までに行われてきた研究とその現状を概観して，本

研究の目的とその意義とを明らかにしている。

第 2 章では， 3 値論理回路を実現する際に必要とされる，否定， 2 重否定，論理積および論理和を基

本演算子とする 3 値論理系を提案し，本論理系における 3 値論理関数の展開式を導出し，その簡素化手

法を述べている。

第 3 章では，第 2 章に述べた 3 値論理系を実現する基本演算子論理屈路とほぼ同じ論理回路構成能力

を持つ， 3 値NOR/NAND 形基本演算子を用いた 3 値論値系を提案し，この論理系における 3値論理

関数の展開式を導出し，さらに乙の 3 値論理関数を簡単化する手法を示している。

第 4 章では，第 3 章で述べた 3 値論理関数の簡単化手法を発展させるために， 3 値NOR/NAND

形基本演算子の特徴を生かした 3 値NPN同値関係を新たに導入し これを用いて簡単化した 3 値NOR

/NAND 形論理関数のNPN同値類の代表関数について述べている。更に， 3 値NOR/NAND形

2 変数関数のすべての簡単形が代表関数の簡単形から求められる事実を利用して，その具体的な導出法

を示している。

第 5 章では， 3 値論理関数の主項を効率よく生成する， 3 値節展開法を述べている。また， 3 値節展

開告を実施する際に用いる節の集合を構成している論理和項に含まれる文字の表現法に改良を加えるこ
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とによって，木探索を実行する手法が改善されることを示している。更に，乙れらの手法によって， 3 

値論理関数の主項が統一的な手法に基づいて生成されることを示している。

第 6 章では，本研究で得られた主要な研究成果を要約し，本研究の新規性をとりまとめて示すととも

に，将来の研究課題にも言及して，結論を述べている。

論文の審査結果の要旨

多値論理関数の研究は 論理関数の研究課題として非常に興味ある課題であるが これを工学的に実

現する論理素子に恵まれなかったために ごく特殊な分野への応用を除けば 広く研究されるに至らな

かった。然し，最近では，大規模集積回路技術の発展によって，回路実現上の障害が軽減されたために，

再びその特徴が注目され多くの研究者の関心を集めている。本研究は このような状況のもとで，ひと

つの 3 値論理系を提案すると共に これをより実現性の高い 3 値論理基本回路を用いた実現法に発展さ

せ，多くの新しい知見を得ているが，その主な成果は，次のように要約される。

(1) 否定(順方向サイクリング)， 2 重否定(逆方向サイクリング) 論理積および論理和を基本演算

子として用いる 3 値論理系を新たに提案し，その簡単化のための一つの手法を提案している。更に，

乙の手法の適用の困難な関数形については，反転を準基本演算子として付加することによって，さら

に簡単化が可能となることを示している。

(2) 3 値論理関数の実現形式としてより実用性の高い 3 値NOR/NAND形基本演算子を用いた 3 値

論理系を導入して，その標準形を求めるとともに，これらを用いて展開される 3 値NOR/NAND

形論理関数の一般形を示すと共に その簡単化手法を論じている。

(3) 3 値NOR/NAND形論理関数の簡単化手法を発展させるために 3 値論理関数における NPN

同値関係による分類に着目し， 3 値 2 変数関数について代表関数を導出するとともに，その簡単形を求

めている。

(4) 3 値論理関数の節展開法を発展させ 節の集合を構成する論理和項の含む文字の表現法を改良する

ことによって，木探索法の実行手法を改善し 3 値論理関数の主項生成が統一的に行なえることを明

らかにしている。

以上のように本論文は， 3 値論理関数系とその簡単化に関して，各種の手法を提案するとともに，こ

の手法を実際の簡単化に適用して具体的な結果を与えるなど多くの重要な新知見を含み，情報処理工学

に寄与する所が極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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